
月刊 ウィーン
GEKKAN-WIEN 

GEKKAN-WIEN  November 2020  令和２年 11 月号  Nr. 372　gegründet 1989

2020  年11 月号

Monatsmagazin Japanisch
現地オリジナル取材と編集で
ウィーンを伝える月刊情報紙

創刊平成元年　創刊 31 年目   Nr. 372

ウ
ィ
ー
ン
美
術
史
博
物
館　

企
画
展
『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ンBeethoven bew

egt 

』
よ
り

ヤ
ン
・
コ
シ
エ
ー
ル　
「
火
を
運
ぶ
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
」　

プ
ラ
ド
美
術
館
（
ス
ペ
イ
ン
）
所
蔵

Jan Cossiers (1600–1671)　

Prom
etheus    1636–1638 　

Ö
l auf Leinw

and   182 

× 113 cm
 

©
 Photographic Archive. M

useo N
acional del Prado. M

adrid



Jun Sugimoto 原子力の話Ⅱ「ウィーンと京都」 3
　

世
界
の
主
要
二
六
ヶ
国
・
地
域
と
国
際
機
関
が

集
ま
る
Ｇ
２
０
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
臣
会
合
が
九
月

二
七
、二
八
日
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
主
催
に
よ
り
テ

レ
ビ
会
議
で
開
催
さ
れ
た
。
我
が
国
か
ら
は
、
梶
山

弘
志
経
済
産
業
大
臣
、
鷲
尾
英
一
郎
外
務
副
大
臣

（
写
真
、
外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用
）
ら
が

出
席
。
今
回
の
会
合
で
は
、

（
１
）
循
環
炭
素
経
済
、（
２
）

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ア
ク
セ
ス
、

（
３
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全

保
障
・
市
場
安
定
化―

を

中
心
に
議
論
し
、
十
一
月

二
一
、二
二
日
開
催
予
定
の

Ｇ
２
０
サ
ミ
ッ
ト
（
首
脳

会
議
）
へ
の
提
出
に
向
け

閣
僚
声
明
を
採
択
し
た
。

　

鷲
尾
外
務
副
大
臣
は

二
七
日
に
行
っ
た
ス
ピ
ー

チ
の
中
で
、
医
療
施
設
の

運
営
や
医
薬
品
の
保
管
に
際
し
て
も
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
安
定
供
給
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
か
ら
、「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ア

ク
セ
ス
の
重
要
性
を
改
め
て
強
く
想
起
さ
せ
た
」

と
強
調
。
一
方
で
、「
世
界
で
は
今
も
約
八
億
人
が

電
力
に
十
分
ア
ク
セ
ス
で
き
て
い
な
い
」
と
し
て
、

日
本
が
主
導
す
る
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
（
ア
フ
リ
カ
開
発

会
議
）
な
ど
の
枠
組
を
通
じ
開
発
途
上
国
へ
の
支

援
を
図
っ
て
い
く
考
え
を
述
べ
た
。

　

閣
僚
声
明
で
は
、
循
環
炭
素
経
済
の
実
現
に
向

け
、
リ
デ
ュ
ー
ス
（
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
）、
リ

ユ
ー
ス
（
再
使
用
）、
リ
サ
イ
ク
ル
（
再
資
源
化
）

の
３
Ｒ
に
、
リ
ム
ー
ブ
（
二
酸
化
炭
素
回
収
・
貯

蔵
や
大
気
中
か
ら
の
直
接
回
収
を
含
む
技
術
・
ア

プ
ロ
ー
チ
）
を
加
え
た
４
Ｒ
を
提
唱
。
こ
の
中
で
、

リ
デ
ュ
ー
ス
の
要
素
と
し
て
、「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
原
子
力
な
ど
の
技
術
利

用
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
・
消
費
の
よ
り
よ
い
管
理
を
通
じ
低
排
出
を
追

求
す
る
」
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。
原
子
力
に
つ
い

て
は
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
を
確
保
す
る
の
み

な
ら
ず
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
提
供
す
る
役

割
を
果
た
す
」
と
し
た
上
で
、
廃
炉
や
放
射
性
廃

棄
物
の
最
終
処
分
の
課
題
に
も
取
り
組
む
重
要
性

を
確
認
。
二
〇
一
九
年
に
日
本
が
議
長
国
を
務
め

た
Ｇ
２
０
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
臣
会
合
（
軽
井
沢
）
で

は
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
実
現

に
向
け
、
原
子
力
主
要
国
政
府
が
参
加
す
る
「
国

際
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
」
の
立
ち
上
げ

を
合
意
し
、
二
回
の
会
合
開
催
を
踏
ま

え
二
〇
二
〇
年
八
月
に
報
告
書
を
取
り

ま
と
め
て
い
る
。

　

循
環
炭
素
経
済
に
つ
い
て
、
梶
山
経

済
産
業
相
は
、我
が
国
が
策
定
し
た
「
パ

リ
協
定
に
基
づ
く
成
長
戦
略
と
し
て
の

長
期
戦
略
」
に
盛
り
込
ま
れ
た
「
環
境

と
経
済
の
好
循
環
」
に
通
じ
る
も
の
と

評
価
。
あ
ら
ゆ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
や
技

術
の
活
用
を
支
持
し
、
各
国
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
ら
が
集
結
す

る
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
２
０
２
０
を
始
め
と
し
た

国
際
会
議
の
集
中
開
催
「
東
京
ビ
ヨ
ン
ド
・
ゼ
ロ
・

ウ
ィ
ー
ク
」（
一
〇
月
七
～
一
四
日
）
を
紹
介
し
た
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、

両
市
の
特
徴
あ
る
企
業
（
そ
の
三
）
に
つ
い
て
述

べ
る
。
ウ
ィ
ー
ン
に
本
拠
を
置
く
Ｏ
Ｍ
Ｖ
は
、
石

油
や
ガ
ス
の
精
製
、
ま
た
石
油
化
学
工
業
等
を
行

う
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
で
あ
る
。
一
九
五
六
年
に
国

営
企
業
と
し
て
設
立
さ
れ
、
一
九
八
七
年
に
民
営

化
し
た
。
主
な
事
業
展
開
地
は
中
東
欧
で
あ
る
が
、

原
油
や
天
然
ガ
ス
は
、
中
東
、
ア
フ
リ
カ
、
北
海
、

ロ
シ
ア
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
を
中
心
に
輸
入

し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ル
ー
マ

ニ
ア
の
工
場
で
欧
州
最
大
規
模
の
石
油
を
精
製
し
、

欧
州
十
ヶ
国
に
二
千
百
ヶ
所
以
上
の
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
を
展
開
し
て
い
る
。
従
業
員
は
約
二
万
人
、

売
り
上
げ
は
約
二
・
八
兆
円
。
将
来
の
低
炭
素
社
会

に
向
け
て
、
製
品
群
を
転
換
し
、
二
〇
五
〇
年
ま

で
に
炭
素
正
味
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
石
油
よ
り
ガ
ス
の
割
合
を
増
加
さ
せ
、
石
油

製
品
か
ら
高
価
値
・
炭
素
低
放
出
製
品
に
シ
フ
ト

し
、
さ
ら
に
革
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
に
投
資
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

　

一
方
、
京
都
市
に
本
社
を
置
く
オ
ム
ロ
ン
は
、

立
石
一
真
氏
が
一
九
三
〇
年
に
下
京
区
で
彩
光
社

を
設
立
後
、
三
三
年
に
大
阪
市
に
立
石
電
機
製
作

所
を
創
業
し
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
撮
影
用
タ
イ
マ

の
製
造
を
開
始
し
た
の
が
始
ま
り
。
社
名
は
本
社

の
あ
っ
た
右
京
区
御
室
（
お
む
ろ
）
に
由
来
す
る
。

六
〇
年
に
無
接
点
近
接
ス
イ
ッ
チ
、
六
七
年
に
無

人
駅
シ
ス
テ
ム
、
七
一
年
に
オ
ン
ラ
イ
ン
現
金
自

動
支
払
機
な
ど
い
ず
れ
も
世
界
初
の
技
術
を
開
発

し
、
現
在
で
は
、
自
動
化
の
ト
ッ
プ
企
業
と
し
て
、

工
場
の
自
動
化
を
中
心
と
し
た
制
御
機
器
、
電
子

部
品
、
駅
の
自
動
改
札
機
な
ど
の
社
会
シ
ス
テ
ム
、

ヘ
ル
ス
ケ
ア
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
事
業
を
展
開

し
、
約
一
二
〇
ヶ
国
と
地
域
で
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
。
従
業
員
は
約
二
万
八
千
人
、
売
り
上
げ

は
約
六
千
八
百
億
円
。
創
業
者
の
「
ま
ず
や
っ
て

み
る
」
と
い
う
企
業
文
化
が
現
在
も
生
き
て
い
る
。

二
〇
一
二
年
よ
り
始
ま
っ
た
京
都
マ
ラ
ソ
ン
を
特

別
協
賛
し
て
い
る
。
両
社
と
も
国
際
的
に
も
幅
広

く
事
業
展
開
し
て
い
る
の
が
似
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
筆
者
は
ウ
ィ
ー
ン
駐
在
時
に
自

宅
で
使
用
す
る
ガ
ス
も
車
の
ガ
ソ
リ
ン
も
勿
論
Ｏ

Ｍ
Ｖ
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
こ
こ
十
年
近
く
毎
朝

使
っ
て
い
る
家
庭
用
血
圧
計
は
オ
ム
ロ
ン
製
で
あ

る
。
両
市
の
特
徴
あ
る
企
業
に
ま
つ
わ
る
話
を
紹
介

で
き
た
幸
運
に
感
謝
し
つ
つ
、
Ｏ
Ｍ
Ｖ
の
ガ
ソ
リ
ン

を
使
っ
た
車
で
約
一
時
間
で
訪
れ
た
隣
国
ス
ロ
バ

キ
ア
の
首
都
ブ
ラ
チ
ス
ラ
バ
に
あ
る
聖
マ
ル
テ
ィ

ン
大
聖
堂
の
ス
ケ
ッ
チ
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
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杉本純の原子力の話Ⅱ 「ウィーンと京都」 の第１回からの全記事が次のサイトに掲載されています ：  http://wattandedison.com/Sugimoto.html
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オーストリアの新型コロナウイルス感染状況 2020 年 10 月 31 日 14:00 現在
オーストリアでの検査数 223 万 2735、感染確認 10 万 6584、病状者４万 7819、陽性で入院せず自宅療養４万
5952、回復５万 7668。10 月 30 日８時現在ウィーンでの検査数 62 万 2446、陽性確認３万 650、回復２万 1790。
使用可能な普通病床 8678 ／使用 1602（ウィーン 301）、使用可能な集中治療 655 ／使用 265（ウィーン 87）、
感染によると確認された死亡 1097：住民 10 万人につき 12,4（ウィーン 354：住民 10 万人につき 18,7）。
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（エピデミックカーヴ）

https://www.jaif.or.jp/journal/japan/4773.html

2020 年２月 27 日から 2020 年 10 月 31 日までの

オーストリアにおける感染曲線

オーストリア政府は 2020 年 10 月 31 日、２番目のロックダウンを発表

ロックダウン期間は 11 月３日から 11 月 30 日まで


